[bookmark: _Hlk105053726]令和7年度第4回地域密着型サービス事業運営推進会議（合同会議）議事録


１　開催日時　　令和7年12月25日（木）　13時30分～14時40分

２　開催場所　　特別養護老人ホームほうじゅの郷　会議室

３　出席者
　　　　　　〇運営推進委員
　　　　　　　　　川村和生（地域住民代表）
　　　　　　　　　川村　明（地域民生委員）
　　　　　　　　　高橋　誠（市民サービス課長）
　　　　　　　　　佐藤信義（石鳥谷地域包括支援センター職員）
　　　　　　　　　澁谷孝之（ほうじゅの郷家族の代表）
　　　　　　〇事務局（施設職員）
　　　　　　　　　小原秀幸（施設長）
　　　　　　　　　中村勇子（ほうじゅの郷管理者兼主任生活相談員）
　　　　　　　　　藤原美奈子（ほうじゅの郷介護支援専門員）
　　　　　　　　　菊池理恵子（はなみずき石鳥谷計画作成担当者）
　　　　　　　　　中里茉樹（はなみずき石鳥谷主任介護職員）

４　欠席者　　　宮森寿人（はなみずき石鳥谷家族の代表）
　　　　　　　　　
５　協議内容
（1） 各事業の進捗状況等について
（2） 身体的拘束に関する事項について（身体的適正化委員会）
（3） 事故等に関する事項について
（4） その他　情報交換等

６　会議の経過
　　　　
　　　　　13時30分、小原施設長は、運営推進委員6名中、宮森寿人委員の欠席をお知らせし、出席された運営推進会議の委員を確認して開会を宣言する。

小原秀幸　　本日は年末のお忙しい中ご出席をいただき誠に有難うございます。
　　　　　　　また日頃より地域密着型サービス事業の運営につきましても多大なるご支援ご尽力を賜り深く御礼申し上げます。
　　　　　　　先日まで東京での会議等に出席して参りましたが、介護や福祉に関する政治の対応等が非常に良くて、来年度には物価高騰対策も含め臨時的に介護報酬を上げるとか、年度内にも介護職員等の処遇改善を行うなどと名言されております。また養護老人ホームの問題についても国が動いておりまして、地方自治体に対して積極的に働きかけをしながら、適切な運営が維持されるよう助言を強化しております。
　　　　　　　いずれにしても厳しい施設経営は続いておりますが、我々の事業が地域にとってかけがえのない施設であるよう今後も努力して参りますので、どうか宜しくご支援ご協力を賜りますよう宜しくお願いいたします。
　　　　　　　それでは、これより会議をすすめさせていただきます。

　小原秀幸　　各事業の進捗状況について、ほうじゅの郷、はなみずき石鳥谷の順で担当者から説明させる。

　中村勇子　　ほうじゅの郷の状況について、資料に基づき説明する。

　菊池理恵子　続いて、はなみずき石鳥谷の状況について、資料に基づき説明する。

　小原秀幸　　只今、事業所ごとに担当者から説明がありましたが、委員の皆様から質問等ございませんか。

　川村和生　　ほうじゅの郷さんのACPに関してですが、難しいですよね。
　　　　　　　実は私の父親の時も延命治療をしたのですが、逆に本人を苦しませているように見えて、今はとても反省をしております。

　中村勇子　　分かります。これは本人もさることながら家族の思いもありますし、いざとなると思いや考えが揺らぐことも沢山あります。
　　　　　
　澁谷孝之　　ほうじゅの郷のユニットケアについては、すごくいいなと思いながら聞かせていただきました。半面心配するのは、スタッフの皆さんの心情とか負担、モチベーションの維持のところなんですが、そういう部分のケアはされるものですか。

　中村勇子　　負担はあるかもしれません。ユニットケアは個別ケアであり家族のような関係性の構築が必要と言われています。ユニットのように少人数だからこそ、それが可能なのです。職員も同じだと思います。一緒に暮らしていくことできめ細かな気づきが出来たり、喜びとか悲しみもともに感じながら過ごすことがユニットケアの神髄です。職員が疲れたり迷いが生じた時は、その都度個別に対応していますし大切な仕事の一つであることは認識しております。

　澁谷孝之　　こういう思いを家族会も理解しながら、バックアップと言いますか、何か出来ることがあれば協力していきたいですね。大変な仕事であることは分かり切っていますので。

　小原秀幸　　これからの施設は、どんなに介護が大変な状態であっても、「その人らしく生きる」というところに拘っていくことだと思っています。これがユニット型の施設である「ほうじゅの郷」だからできることだとも思います。確かに人に心を寄せて尽くすということはスタッフにとって負担と感じる人もいるでしょう。そこは教育なんだと考えます。自分が入居者の立場だったらどうなのかと、常にそういう考えを持ちながら支援できる職員に育ってもらいたいと願っています。
　　　　　　　先ほど、澁谷さんから温かい言葉をいただきました。スタッフが少し疲れたときは、澁谷さんの言葉をもう一度聞かせていただければ、スタッフも大変喜ぶと思います。宜しくお願いいたします。

　佐藤信義　　職員を育てるというところに関してですが、例えば新卒と中途採用とは考え方や知識も違うと思いますから、なかなか難しところが多いのかなと思います。理念やユニットケアの方針などをトップが熱く語りながら理解を深めてもらうことになるのだろうと思いますが、下の職員の声や意見も吸い取りながら教えていくことが大切であろうと思います。せっかく福祉の職に就いてもらった貴重な財産ですので大切に育てたいものです。

　中村勇子　　職員に対するケアと併せて、介護ロボットとか機器を利用した生産性向上への取り組みを行っています。こういうものを活用しながら少しでも入居者とのふれあいとか寄り添い合う時間を作ることで、関係性がよくなることもありますし、そうなることで介護もしやすくなることに繋がることも多くあります。そこから気づきを養うことでプロに近づいていくのだと思うのです。
　　　　　　　他に障害者の雇用も行っておりまして、体験実習を経て今月から介護職員として勤めております。精神の障害ですが、本人も強く就業を望んでおりましたし介護も好きだということから受け入れたということです。今のところ元気に働いております。

　小原秀幸　　職員へのフォロ―に関しては、中村がよく対応していて、職員のほかにもミャンマー留学生にも気配りを欠かさずにおりますので、働きやすいと思いますよ。
　　　　　　　髙橋課長さん、何かございませんか。

　高橋　誠　　感想ですが、ほうじゅの郷の取り組みは大変素晴らしいものだと思います。これからの施設はこのような対応が主流になるのだなと思いますが、なかなか難しいところも多々あるようにも思いますので、上手くいっている施設はどこが優れているのかだとか、上手くいかない施設はどこが良くないのかなどを理解しながら取り組めたらいいのかなと思います。やはり思いだけでは出来ないところもあると思いますので情報とか知識を活かしながら進めていくことも重要なのかなと思いました。

　小原秀幸　　有難うございました。
　　　　　　　民生委員さん、いかがですか。

　川村　明　　ほうじゅの郷さんの取り組みを聞いて、私も亡くなった父親のことを思い出しまして、年老いていくときに何をして欲しかったのかを考えると、いろんな人と会って話をしたかったのかな～、と今気づきました。普段は無口な人で文を書いたりしていたのだけれども、やっぱり話とかしたかったのかなと思いました。
　
　小原秀幸　　ユニットケアは、そういう思いを汲み取りながら、その人らしく生きてもらうことが一番の遣り甲斐です。さっきの課長さんの話の中でもありましたが、失敗した施設は沢山あるようです。その失敗の理由を突き詰めれば、それは「理念」が職員にうまく浸透しきれなかったことだと言っております。だからユニットケアを行う施設の管理者は「理念」についてきちんと職員に理解させなければいけないと言われます。分かるまで何回でも何回でも。それは熱く語ることもあるでしょう。いくら重いとか引かれると思われても、伝え方を変えながら必ず理念を理解させなくてはいけないという使命があります。そこには信頼関係も必要ですしお互いに理解し合うことも必要です。口で言うほど簡単ではないことは承知していますが何とか力を合わせてユニットケアリーダー実習受入施設になれるよう頑張りたいと思います。

　小原秀幸　　それでは事業の進捗等について、以上として宜しいでしょうか。
　　　　　　　無いようですので次に移ります。

　小原秀幸　　身体的拘束に関する事項について上程しますが、資料には両施設とも特に無いようですが、それで宜しいでしょうか。

　小原秀幸　　それでは、次に移ります。
　　　　　　　事故等に関する事項について、はなみずき石鳥谷、ほうじゅの郷の順で担当者から説明させる。

　菊池理恵子　はなみずき石鳥谷の事故等の状況について、資料に基づき説明する。


　中村勇子　　続いて、ほうじゅの郷の事故等の状況について、資料に基づき説明する。

　小原秀幸　　只今、事業所ごとに担当者から説明がありましたが、委員の皆様から質問等ございませんか。
　　　　　　　大きな事故は無かったという報告でしたが、宜しいでしょうか。

　小原秀幸　　事故等の状況については以上といたします。
　　　　　　　その他、情報交換に移ります。何かございませんか。

　中村勇子　　前にもお話ししましたが、障害者の雇用に関するセミナーに参加させていただくことがありまして、非常に多くの方々が就業を希望しているのだなと感じてきました。縁があって当施設でも受け入れることになりましたが、障害を持つ方々が活躍できる場がもう少し広がっていくことが望まれていますので、私たちも考えていかなければならないと思いました。

　川村和生　　この間久しぶりに大きな地震がありましたけれども、私も心配になり地域の見回りしてみました。夜中だったので声をかけることも出来ませんでしたが、施設の方はどうだったのかなと思いました。近くだから寄ってみようかとも思いましたけれども・・・

　小原秀幸　　有難うございます。地域の方からお声をかけてもらえると大変助かります。お陰様で特に被害はなく入居者も怪我なく過ごしました。職員の対応については、地震のときは停電となれば直ぐに駆けつけることになっていますが、大体震度４以上とかエレベーターが止まってしまった場合は招集することになっています。連絡方法は電話もさることながらSNSを使ってのやり取りや状況把握とか指示などをするようになってきました。もちろん自主的に駆けつける職員もおりますで状況の確認をしながら判断していきます。
　　　　　　　他に何かございませんか。

　佐藤信義　　地域包括支援センターの主催で認知症カフェを行っていますが、アンケートを見ると、例えば地域を変えてやってほしいとか様々な意見がある中で、今後の認知症カフェの運営に関する話題になるもののひとつとして、地域貢献活動のひとつとして地域密着型サービス事業者様に運営をしていただくのはどうだろうかという話も出てきております。ご負担もあると思いますので、少し余裕ができましたならば、前向きにご検討していただければいいのかなと思ったりしています。
　　　　　　　それから、ケアマネの方で集まる機会があって、先般は事例検討会を開催しました。今回の検討会には施設様にも声掛けをして参加を促しておりまして、残念ながらほうじゅの郷さんの参加はありませんでしたが、今後も企画していきますので是非参加していただけばと思います。

　小原秀幸　　有難うございます。当会も様々な事業所をもっておりますので、地域ケア会議とか事例検討会などへも積極的に参加して参りたいと思っておりますので、お声掛けを宜しくお願いいたします。
　　　　　　　他に何かございませんか。

　小原秀幸　　長時間にわたり熱心にご審議下さり誠に有難うございました。今年一年お世話になりました。来年もどうぞ宜しくお願いいたします。
　　　　　　　以上をもちまして令和7年度第4回地域密着型サービス事業運営推進会議を終了いたします。


閉会　　14時40分
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